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1. 「アクセシビリティ・サポーテッド」について
JIS X 8341-3:2010では、「7. ウェブコンテンツに関する要件」の達成基準を満たすことのできる実装方法について、「6. ウェブアクセシビリティの確保・向上に関する要件」の「6.2  設計」で次のように規定している。

b) 使用するウェブコンテンツ技術及び実装方法
ウェブコンテンツに使用する技術，及び各達成基準に適合するための実装方法を明確にしなければならない。箇条7の達成基準を満たすためには，使用するウェブコンテンツ技術及び実装方法が実際に利用者にとって利用可能であることを確認しなければならない。（以下、省略）
注記1
ウェブコンテンツ技術及び実装方法の選び方については，附属書A（参考）を参照する。
注記2
各達成基準の具体的な意図，並びに各達成基準を満たすウェブコンテンツ技術及び実装方法に関しては，W3Cが公開するUnderstanding WCAG 2.0及びTechniques for WCAG 2.0が参考になる。
（引用元：JIS X 8341-3:2010 「6. ウェブアクセシビリティの確保・向上に関する要件」の「6.2  設計」より）
また、「附属書A（参考）この規格を満たすウェブコンテンツ技術及びその実装方法の選び方」において、次のように述べられている。
この規格の箇条7は，制作及び開発において配慮すべき個別的な要件を，達成基準として規定している。達成基準を満たす具体的な実装方法は，利用者が用いるユーザエージェント，ウェブコンテンツ技術の発展などによって変わるので，この規格には記載していない。この附属書では，高齢者・障害者等がウェブを利用するときの，ユーザエージェントとウェブコンテンツとの責任分担をはっきりさせるために，W3C勧告であるWeb Content Accessibility Guidelines 2.0（WCAG 2.0）で採用されている“ウェブコンテンツ技術のアクセシビリティ サポーテッドな使用方法”（Accessibility-Supported Ways of Using Technologies）という考え方を用いて，この規格を満たすウェブコンテンツ技術及びその実装方法の選び方を説明する。
（引用元：JIS X 8341-3:2010 「附属書A（参考）この規格を満たすウェブコンテンツ技術及びその実装方法の選び方」の冒頭より）
つまり、「アクセシビリティ・サポーテッド」とは、実際に利用者にとって利用可能であることを指す。使用するウェブコンテンツ技術においてJIS X 8341-3:2010の達成基準を満たすことのできる実装方法は、W3Cが公開するUnderstanding WCAG 2.0及びTechniques for WCAG 2.0を参照して選ぶこともできるが、そこでは文書化されていない独自の実装方法を用いることもできる。重要なのは、いずれの場合も達成基準を満たすためには、その実装方法がアクセシビリティ・サポーテッドな実装方法であることを確認しなければならないということである。
なお、「アクセシビリティ・サポーテッド」の用語定義や詳細な解説は、Understanding WCAG 2.0の日本語訳を参照のこと。

· アクセシビリティ・サポーテッドを理解する

http://www.ciaj.or.jp/access/web/docs/UNDERSTANDING-WCAG20/conformance.html#uc-accessibility-support-head　

· 附録 B ウェブコンテンツ技術の使用法のアクセシビリティ・サポートを文書化する
http://www.ciaj.or.jp/access/web/docs/UNDERSTANDING-WCAG20/appendixB.html　

さらに、JIS X 8341-3:2010の附属書Aでは、次のように述べている。

A.2　日本における“ウェブコンテンツ技術のアクセシビリティ サポーテッドな使用方法”

W3Cは，“ウェブコンテンツ技術のアクセシビリティ サポーテッドな実装方法”，又は個々のユーザエージェントが個々のウェブコンテンツ技術をどのように利用できるかに関する具体的な例を提示しない。コンテンツ制作者が，日本の支援技術がウェブコンテンツ技術のどの実装方法をサポートしているかを確認するためには，アクセシビリティをサポートしているウェブコンテンツ技術をリストした文書（“アクセシビリティ サポーテッド情報”）が必要となる。コンテンツ制作者，企業，技術ベンダーなどがこの文書を作成してもよい。
（引用元：JIS X 8341-3:2010 「附属書A（参考）この規格を満たすウェブコンテンツ技術及びその実装方法の選び方」の「A.2　日本における“ウェブコンテンツ技術のアクセシビリティ サポーテッドな使用方法”」より）
しかし、それぞれの実装方法がブラウザや支援技術によってサポートされているかどうかを確認するためには、検証のためのテストファイルを作成し、検証のためのさまざまな利用環境を準備する必要がある。コンテンツ制作者、企業、又は技術ベンダーなどが、これらの一連の作業を行うことは決して容易ではない。加えて、検証作業を行うにあたっては、以下の条件についても検討しなければならない。
· どのOS及びバージョンを対象とするか

· どのブラウザ及びバージョンを対象とするか

· どの支援技術及びバージョンを対象とするか

· どのOS、ブラウザ、支援技術の組合せを対象とするか

· OS、ブラウザ、支援技術は、それぞれどのような設定で用いることを想定するか

· どの組合せ又は幾つの組合せでサポートされていれば、アクセシビリティ サポーテッドであるとみなしてよいか

そこで、当ワーキンググループでは、各実装方法がアクセシビリティ サポーテッドであるかどうかを判断しやすくするために、テストファイルの作成と日本国内での主要な利用環境（OS、ブラウザ、支援技術）を用いた検証をいち早く行い、その成果として「アクセシビリティ サポーテッド検証結果」を公開することとした。

2. 検証方法

2-1. 対象とする実装方法

2010年8月版では、等級A及び等級AAの達成基準を満たすことのできる実装方法を対象としている。等級AAAの達成基準については、今後取り組む予定である。
2-2. 手順

この「アクセシビリティ サポーテッド検証結果」は、次の手順で作成されている。

1. Understanding WCAG 2.0にある等級A及び等級AAの各達成基準を満たすことのできる実装方法の中から、ブラウザ又は支援技術によるサポート状況を確認すべき実装方法を抽出
2. 抽出した実装方法は、Techniques for WCAG 2.0でその詳細を確認し、検証のためのテストファイルを作成

· 詳細が不明確なものは、W3CのWCAGワーキンググループに随時確認している

3. 検証すべきOS、ブラウザ、及び支援技術を選定
4. テストファイルを用いて、それぞれのサポート状況を検証

5. 当ワーキンググループにて検証結果をレビュー
3. 検証したOS、ブラウザ、及び支援技術
検証は、その実装方法を用いたウェブコンテンツを利用者が使用できるかどうかを確認するために、ブラウザ単体又はブラウザと支援技術の組合せを用いて行っている。ブラウザ単体での検証は、ブラウザだけを用いている利用者を想定し、画面を見ながらマウスを操作している利用者だけでなく、キーボードのみで操作している利用者も使用できるかを確認している。また、ブラウザと支援技術の組合せでの検証は、今回はスクリーンリーダー又は音声ブラウザの音声読み上げのみに限定しているが、利用者が実際に使用できるように音声で読み上げられるかどうかを確認している。

ただし、利用者が使用しているOS、ブラウザ、及び支援技術は、その種類やバージョンを考えると実に多くの組合せが想定できるが、全ての組合せを検証することは困難である。例えば、OSのWindowsでは、Windows XP、Windows Vista、そしてWindows 7があり、ブラウザのInternet Explorerでは、IE6、IE7、そしてIE8がある。さらに、主要なスクリーンリーダー及び音声ブラウザだけでも、ホームページリーダー、PC-Talker、JAWS、FocusTalk、NetReader、NVDAなどが挙げられる。そこで、検証時点でのシェア（利用率）などを参考にしながら、その組合せを絞り込んで検証を行った。
なお、それぞれの検証を行う際には、ブラウザ及び支援技術はすべて初期設定の状態で行っており、各種設定やオプションの変更、及びアドオンや拡張機能の使用はしないことを原則としている。
表1.検証に用いたOSとユーザーエージェントの組合せ
	OS
	ブラウザ
	支援技術

	Windows XP
	Internet Explorer 6.0
	

	Windows Vista
	Internet Explorer 7.0
	

	Windows XP
	Firefox 3.5
	

	Mac OS 10.5
	Safari 3.2
	

	Windows XP
	Internet Explorer 6.0
	JAWS for Windows 9.0

	Windows XP
	Internet Explorer 6.0
	ホームページ・リーダー 3.04


	Windows XP
	Internet Explorer 6.0
	PC-Talker XP 3.06

	Windows XP
	Internet Explorer 6.0
	NetReader 1.18＋PC-Talker XP 3.06

	Windows7
	Internet Explorer 8.0
	FocusTalk V3

	Windows7
	Firefox 3.6.3
	NVDA 2010.1J


3-1. OS

· WindowsとMacOSを対象とした
· Windowsは、利用者数が多く、サポート期間が2014年まで延長されたWindows XPを対象とした
· 次回の検証では、今後利用者数が増えてくると予想されるWindows7を対象とした検証を実施することを予定している。

· MacOSは、検証時点での最新バージョンを用いた
3-2. ブラウザ

· Internet Explorer、Firefox、Safariを対象とした
· Internet Explorerは、IE6及びIE7を対象とし、IE7のみOSはWindows Vistaを用いた
· Firefox及びSafariは、検証時点での最新バージョンを用いた
3-3. 支援技術

· 今回は音声ブラウザ及びスクリーンリーダーのみを対象とし、音声読み上げの検証のみを行った

· 点字出力の検証は今後の課題である
· ホームページリーダー、PC-Talker、JAWS、FocusTalk、NetReader、NVDAを対象とし、検証時点での最新バージョンを用いた
· OSとブラウザの組合せとしては、検証を行った時点で利用者が実際に使用しているケースが多いと考えられるWindows XPとIE6を用いた

· ただし、製品によってはパフォーマンスを最も発揮できるOSとブラウザの組合せを用いるものとし、FocusTalkはWindows7とIE8、NVDAはWindows7とFirefoxの検証時点での最新バージョンを用いた

4. 検証結果
ファイルをダウンロードする前に、次のライセンス及び免責事項を必ずご確認ください。ダウンロードした時点で、ライセンス及び免責事項について承諾されたものとみなされます。
4-1. ライセンス

「アクセシビリティ サポーテッド検証結果　2010年8月版」に含まれる各ドキュメントは、それぞれの作成者を原著作者とし、クリエイティブ・コモンズ・ライセンスの下でライセンスされています。ご利用になる前に、利用許諾条項を必ずご確認ください。
[image: image1.png]) ®O



 利用許諾条項（表示 - 継承 2.1 日本）の確認
表2. 各ドキュメントの原著作者一覧
	ドキュメント（Excelファイル）
	原著作者

	検証結果一覧
	ウェブアクセシビリティ基盤委員会

	Internet Explorer 6.0
	富士通株式会社、富士通デザイン株式会社

	Internet Explorer 7.0
	富士通株式会社、富士通デザイン株式会社

	Firefox 3.5
	富士通株式会社、富士通デザイン株式会社

	Safari 3.2
	富士通株式会社、富士通デザイン株式会社

	JAWS for Windows 9.0
	富士通株式会社、富士通デザイン株式会社

	ホームページ・リーダー 3.04

	富士通株式会社、富士通デザイン株式会社

	PC-Talker XP 3.06
	富士通株式会社、富士通デザイン株式会社

	NetReader 1.18＋PC-Talker XP 3.06
	富士通エフ・オー・エム株式会社

	FocusTalk V3
	株式会社日立製作所 デザイン本部、
日立公共システムエンジニアリング株式会社

	NVDA 2010.1J
	株式会社ミツエーリンクス


4-2. 免責事項
本検証結果は現状のままで提供され、特定の目的への適合性、ならびに第三者の商標権、特許権、実用新案権、著作権その他いかなる知的財産権およびその他の権利を侵害しないことに関し、ウェブアクセシビリティ基盤委員会は、明示、黙示の又はその他の保証を与えるものではありません。本検証結果の使用者が本検証結果を使用したことまたは使用できなくなったことにより使用者または第三者に損害が生じても、ウェブアクセシビリティ基盤委員会はその損害について一切の責任を負いません。
4-4. テストファイル
この検証に用いたテストファイルは、ウェブアクセシビリティ基盤委員会のサイトで入手可能です。
アクセシビリティ・サポーテッド（AS）情報を作成する際に必要となるテストファイル（等級A，AA）
http://www.ciaj.or.jp/access/web/docs/jis2010/as-tests.html
5. 今後の予定

当ワーキンググループでは、検証結果の公開に加えて、2010年10月に検証結果全体の読み方を示す解説、さらに今年度の活動として達成基準ごとの検証結果の読み方を示す解説を作成し、順次公開していくことを予定している。

また、引き続き以下の作業などを行い、「アクセシビリティ サポーテッド検証結果」を更新していく予定である。

· ブラウザ及び支援技術ベンダーへのテストファイル及び検証結果の提供

· 等級AAAの達成基準を満たすことのできる実装方法を検証するためのテストファイル作成

· 等級AAAの達成基準を満たすことのできる実装方法の検証

· Flash及びPDFを用いた実装方法のテストファイル作成及び検証

· Techniques for WCAG 2.0にて文書化され次第、着手の予定
· 初版に含まれていないOSやブラウザ、支援技術による検証

6. お問合せ
当ワーキンググループでは、「アクセシビリティ サポーテッド検証結果」に関するお問合せやフィードバック（問題点指摘や改善提案など）を随時受け付けております。

「アクセシビリティ サポーテッド検証結果」に関するお問合せ、フィードバックの受付

http://waic.demo.mitsue.com/access/web/docs/jis2010/as.html　
